
新型コロナウイルス感染症に関する全数把握の見直しについて 

 

○政府発表の内容（8/24） 

・都道府県の判断 

・発生届の対象を高齢者ら重症化リスクが高い人に限定 

・感染者の総数と年代別の内訳を毎日公表することが前提 

・知事が厚生労働大臣に届出 

・8/25 申請受付（予定） 

 

○メリット 

・患者情報の入力などが減り、医療機関や保健所の負担が軽減 

 

○デメリット 

・発生届対象外の人が、容態が急変した場合の対応が困難 

・発生届対象外の人に対して行動制限への協力を求めることに限界 

・感染者に関し入手できる情報が限られ、従来通りの発生動向の監 

視体制が維持できなくなる 

 


